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福祉体験学習 

火災想定避難訓練 

生徒集会（保健委員会） 

１１月６日（月）に栗原市社会福祉協議会や県障害者福祉センター等から講師の先生をお招きし、福

祉体験学習を実施しました。１年生は「車いす体験」、２年生は「手話体験」、３年生は「点字体験」を

通して、「みんなのしあわせ」を共に考えるとともに、その実現に向けて取り組んでいこうとする態度を

養いました。 

各学年の体験学習の感想を紹介します。 

○１年 菅原 汐  

 車イスで生活している人たちは、段差をのぼったり、戸を開け閉めしたりする等、私たちにとっては

“当たりまえ”の動作一つ一つが困難で時間がかかるのだと分かりました。体験では、障害物のある細

い道を進むときや方向転換の操作などは単純ではなく「手助けが必要だな。」と思ったものが多かったで

す。手伝う際も相手に優しく声をかけ「大丈夫かな・・？」と不安を抱かせない“安心できる手助け”

をしてあげたいと思います。 

○２年 髙橋 柊来  

 手話体験を通して、耳が聴こえないことで大変な思いをされているのだと思いました。私は口の形で

言葉を読み取るのがとても大変でした。また、手話は耳が聴こえない人だけではなく、私たちにも使う

メリットがあることが分かりました。これからもし困っている人を見かけたら、いろいろと教えられる

ように手話を覚えていきたいと思いました。 

○３年 狩野 翠月  

 自分達が普段何気なく使っている物は、視覚障害者の方には分かりづらいということを知りました。

しかし、ユニバーサルデザインによって簡単に見分けられるようになってきていることも分かりまし

た。また、視覚障害があるから諦めるのではなく、挑戦することが新たな事につながっていくというこ

とも点字体験から学びました。諦めない気持ち、挑戦する気持ちを忘れず、将来に生かしていきたいと

思いました。 

１１月１０日（金）に火災を想定した避難

訓練を行いました。避難経路を確認し、「押さ

ない・走らない・しゃべらない・戻らない」

の４原則を守りながら、冷静に避難しまし

た。また、煙道体験では火事の煙に巻き込ま

れた際に、慌てずに避難できるように生徒全

員が体験しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          １２月行事予定 ※予定は変更されることがあります。 

日 曜日 行事等 日 曜日 行事等 

1 金  16 土  

２ 土  17 日  

３ 日  18 月 進路指導委員会 No部活 

４ 月 
朝会 No部活 

３年校内実力テスト（テスト時程） 
19 火 学校生活アンケート 

５ 火 きそコン Season２（数） 20 水 ディベカッション 

６ 水 きそコン Season２（数） 21 木 ディベカッション 

７ 木 きそコン Season２（数） 22 金 全校集会 弁当の日  昼清掃 No部活  

８ 金  23 土  

９ 土  24 日  

10 日  25 月 冬季休業日（～１／８まで） 

11 月 
標準学力調査 職員会議 No部活 

学校評価反省会 
26 火  

12 火 
きそコン Season２（英） 

PTA役員選考委員会 
27 水 日直を置かない日 No部活 

13 水 
きそコン Season２（英） 

中央委員会 
28 木 日直を置かない日 No部活 

14 木 
きそコン Season２（英） 

専門委員会 
29 金  

15 金 
地区民のつどい 

ダンス授業公開 学年 PTA  No部活 
30 土  

   31 日  

 

お め で と う ！ 

○第６９回宮城県青少年読書感想文コンクール北部地区審査会 

 ・特選 伊藤 心菜  葛岡 理愛   ・入選 奈良 綺音  松田 美優  山村 美結 

〇第６２回宮城県造形教育作品展北部審査会 

 ・優秀賞 葛岡 理愛  菅原 汐  佐藤 日菜  大内 宇望  伊藤 心菜  村山 成美 

生徒集会（保健委員会） 

１１月２７日（月）に生徒集会が行われました。今回は、

保健委員会が「給食の残食調査」をテーマに、クラスごとに

残食の状況を調べ、学年ごとの特徴や献立によって残す量が

どう変わるのか比較し発表しました。また、それぞれの食材

の栄養素についてもまとめ、給食の献立は栄養のバランスを

考えて作られていることも確認しました。 

最後のまとめとして「食べることは生きるための基本であ

り、子供の健やかな心と身体の発達に欠かせないもの。」と

伝え、給食の役割、食の大切さについて改めて考える機会と

なりました。 

 


